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精
神
障
害
の
あ
る
職
員
へ
の
合
理
的
配
慮

特
集

　
こ
こ
十
数
年
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
者
数
が
全
国
的
に
伸
び
て
い
る
。
２
０
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
障
害
者
雇
用
義
務
の
対
象
に
精
神
障
害
者
も
加
え
ら
れ
た
。
障
害
者
法
定
雇
用
率
は
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
精
神
障
害
者
の
雇
用
が
増
え
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
業
務
の
確
保
や
マ
ッ
チ
ン
グ
は
さ
ら
な
る
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
使
用
者

に
は
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
精
神
障
害
は
個
々
に
よ
っ
て
特
性
が
異
な
り
、
職
場
適
応
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
精
神
障

害
の
あ
る
職
員
が
能
力
を
発
揮
し
、
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
た
め
の
望
ま
し
い
合
理
的
配
慮
や
対
応
に
つ
い
て
、
精
神
障
害
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
含
め
て
解
説
す
る
。
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障
害
者
が
ご
く
普
通
に
地
域
で
暮
ら
し
、

地
域
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
で
き
る「
共

生
社
会
」の
理
念
の
下
、
す
べ
て
の
使
用
者

（
地
方
公
務
員
に
お
い
て
は
各
自
治
体
の

長
、
民
間
企
業
に
お
い
て
は
事
業
主
）に
は
、

法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇

用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す（
障
害
者
雇
用

促
進
法
43
条
第
１
項
）。

　
法
定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
の
は
手
帳

（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
保
健
福
祉
手
帳
）を
有
し
て
い
る
労

働
者
で
す
。
一
方
で
、
障
害
の
あ
る
労
働

者
へ
の
雇
用
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提

供
義
務
を
規
定
し
た
障
害
者
雇
用
促
進
法

第
２
条
に
は
、
障
害
者
の
定
義
と
し
て「
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害（
発
達

障
害
を
含
む
。）そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
、
職

業
生
活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
、
又
は

職
業
生
活
を
営
む
こ
と
が
著
し
く
困
難
な

者
」と
記
さ
れ
て
お
り
、
手
帳
の
所
持
に
つ

い
て
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
の

障
害
の
あ
る
労
働
者
に
対
す
る
合
理
的
配

慮
の
提
供
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
手
帳
を

所
持
す
る
者
に
限
定
す
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
定
義
を
満
た

し
て
い
る
も
の
の
、
手
帳
を
所
持
し
な
い

が
た
め
に
、
必
要
な
配
慮
が
受
け
ら
れ
な

い
労
働
者
が
多
く
い
ま
す
。
筆
者
は
、
本

来
、
合
理
的
配
慮
は
手
帳
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
働
く
う
え
で
困
難
を
抱
え
て
い
る

障
害
の
あ
る
労
働
者
す
べ
て
に
対
し
て
提

供
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
半
は
手
帳
を
所
持

す
る
障
害
の
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
の
議

論
を
し
ま
す
が
、後
半
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
の
役
割
に
つ
い
て
の
部
分
は
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
の
対
象
と
な
る
労
働
者
を
手

帳
の
所
持
に
限
定
せ
ず
に
議
論
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
の
就
労
状
況
と
合
理
的
配
慮
の
提
供

総
論合

理
的
配
慮
の
考
え
方
と

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
期
待
さ
れ
る
役
割

障
害
が
あ
り
な
が
ら	

働
く
労
働
者
の
増
加

（
１
）障
害
者
雇
用
の
現
状

　

令
和
４
年
度
障
害
者
雇
用
状
況
の
集

計（
１
）で
は
、
以
下
の
通
り
と
な
って
い
ま
す
。

①
国
の
機
関（
法
定
雇
用
率
２
・
６
％
）

　

在
職
し
て
い
る
障
害
者
の
数
は
９
７
０

３
・
０
人
で
、
前
年
よ
り
１
・
０
％
、
98
・

０
人
増
加
し
て
お
り
、
実
雇
用
率
は
２
・

85
％
と
、
前
年
に
比
べ
０
・
02
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。
国
の
機
関
は
44
機
関
す
べ

て
に
お
い
て
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

②
都
道
府
県
の
機
関（
同
２
・
６
％
）

　
在
職
し
て
い
る
障
害
者
の
数
は
１
万
４
０

９
・
０
人
で
、
前
年
よ
り
２
・
６
％
、
２
６

５・５
人
増
加
し
て
お
り
、
実
雇
用
率
は
２・

86
％
と
、
前
年
に
比
べ
０
・
05
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。
知
事
部
局
は
47
機
関
中
46

産
業
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科
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学 

産
業
生
態
科
学
研
究
所 

産
業
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健
学
研
究
室 

教
授

江
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機
関
が
達
成
、
知
事
部
局
以
外
は
１
１
７

機
関
中
１
０
７
機
関
が
達
成
し
て
い
ま
し

た
。

③
市
町
村
の
機
関（
同
２
・
６
％
）

　
在
職
し
て
い
る
障
害
者
の
数
は
３
万
４
５

３
５
・
５
人
で
、
前
年
よ
り
３
・
５
％
、
１

１
６
６
・
０
人
増
加
し
て
お
り
、
実
雇
用

率
は
２
・
57
％
と
、
前
年
に
比
べ
０
・
06
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
２
４
６
２
機
関

中
１
８
４
６
機
関
が
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

④
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

　
（
同
２
・
５
％
）

　
在
職
し
て
い
る
障
害
者
の
数
は
１
万
６
５

０
１
・
０
人
で
、
前
年
よ
り
２
・
４
％
、３
９

４・５
人
増
加
し
て
お
り
、
実
雇
用
率
は
２・

27
％（
都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
２
・
26
％
、

市
町
村
教
育
委
員
会
は
２
・
33
％
）と
、
前

年
に
比
べ
０・
06
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
47
機
関
中
26
機

関
が
達
成
、
市
町
村
教
育
委
員
会
は
48
機

関
中
32
機
関
が
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

⑤
民
間
企
業（
同
２
・
３
％
） 

　

民
間
企
業（
43
・
５
人
以
上
規
模
の
企

業
：
法
定
雇
用
率
２
・
３
％
）に
雇
用
さ

れ
て
い
る
障
害
者
の
数
は
61
万
３
９
５
８
・

０
人
で
、
前
年
よ
り
1
万
６
１
７
２
・
０

人
増
加（
対
前
年
比
２
・
７
％
増
）し
、
19

年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
雇

用
者
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
は
35
万
７
７

６
７
・
５
人（
同
０
・
４
％
減
）、
知
的
障

害
者
は
14
万
６
４
２
６
・
０
人（
同
４
・
１
％

増
）、
精
神
障
害
者
は
10
万
９
７
６
４
・
５

人（
同
11
・
９
％
増
）と
、
知
的
障
害
者
・

精
神
障
害
者
が
前
年
よ
り
増
加
し
、
特
に

精
神
障
害
者
の
伸
び
率
が
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
実
雇
用
率
は
11
年
連
続
で
過
去
最

高
の
２
・
25
％（
前
年
は
２
・
20
％
）、
法

定
雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
48
・
３
％

（
同
47
・
０
％
）で
し
た
。
第
５
次
障
害
者

基
本
計
画
で
は
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
こ

の
割
合
を
56
％
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
雇
用
率
制
度
は
昭
和
51
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
が
、
精
神
障
害
者
が
算
定

対
象
と
な
っ
た
の
は
平
成
30
年
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
か
ら
、
す
で

に
障
害
者
雇
用
の
算
定
対
象
と
し
て
長
い

歴
史
が
あ
る
身
体
障
害
や
知
的
障
害
に
つ

い
て
は
、
働
け
る
障
害
者
の
多
く
は
す
で

に
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
引

き
上
げ
ら
れ
る
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て

い
く
た
め
に
は
、
潜
在
的
に
働
け
る
障
害

者
が
多
い
精
神
障
害
者
の
採
用
を
増
や
し

て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
は
、

民
間
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用
状
況

か
ら
見
て
取
れ
ま
す（
図
）。

（
２
）障
害
の
あ
る
労
働
者
が
増
加
す
る
背
景

　

働
く
障
害
者
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に

は
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
の
理
由
は
、
障
害
者
雇
用
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率
の
引
き
上
げ
で
す
。
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
及
び
身
体
障

害
者
補
助
犬
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令（
令
和

５
年
政
令
第
44
号
）が
令
和

５
年
３
月
１
日
に
公
布
さ
れ
、

主
た
る
内
容
と
し
て
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
国
及
び

地
方
公
共
団
体
に
係
る
障
害

者
雇
用
率
が
２
・
６
％
か
ら

３
・
０
％（
教
育
委
員
会
に

あ
っ
て
は
２
・
５
％
か
ら
２
・

９
％
）に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。
な
お
、
経
過
措
置

と
し
て
、
令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で
の
間
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
係
る
障
害
者
雇

用
率
は
２
・
８
％（
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て

は
２
・
７
％
）と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
の
理
由
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ

を
は
じ
め
と
し
て
、社
会
が
企
業
や
自
治
体

と
いっ
た
組
織
に
対
し
て
多
様
性
の
尊
重
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。そ

の
た
め
に
、特
に
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、法

定
雇
用
率
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
社
会

の
目
が
厳
し
く
な
って
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
の
側
も
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に

経
営
上
の
意
味
を
見
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
急
速
に
進

ん
だ
テ
レ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｔ
技

術
が
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、テ
ク 出所：「令和4年障害者雇用状況の集計結果」（厚生労働省）を基に作成

図　民間企業における障害者の雇用状況
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ノ
ロ
ジ
ー
が「
障
害
」を
補
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
で
、
障
害
者
の
働
く
機
会
が

増
え
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
単
に
働
く
障

害
者
の
数
が
増
加
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

障
害
者
雇
用
率
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
精

神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
持
つ
精
神
障
害
の

あ
る
労
働
者
が
対
象
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

働
く
障
害
者
の
ス
キ
ル
や
能
力
と
いっ
た
当

事
者
側
の
要
因
や
、職
種
や
仕
事
の
内
容
と

いっ
た
仕
事
側
の
要
因
が
よ
り
多
様
に
な
り
、

障
害
者
が
働
け
る
職
場
の
数
が
量
的
に
も

質
的
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
の
雇
用
に
あ
た
って
は
、
適
正
配

置
を
行
う
た
め
に
、
障
害
特
性
に
応
じ
た

職
業
能
力
の
把
握
、
職
場
の
選
定
、
開
発
、

作
業
施
設
の
改
善
等
、
特
別
な
雇
用
管
理

に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一般
に
障

害
者
は
、障
害
の
な
い
者
よ
り
も
、精
神
的・

心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
く
、
ス
ト

レ
ス
要
因
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
特
性
上
、
急

な
勤
怠
の
乱
れ
、
職
場
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
と
い
っ
た
問
題

行
動
が
生
じ
や
す
い
面
も
あ
り
ま
す
。
職

場
の
健
康
管
理
を
担
当
し
、
労
働
者
の
心

身
の
健
康
に
関
す
る
事
例
性
を
評
価
し
対

処
す
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
こ
の
よ

う
な
障
害
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
産

業
保
健
上
の
対
応
や
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
ら

れ
る
機
会
が
増
加
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

障
害
の「
社
会
モ
デ
ル
」と	

合
理
的
配
慮

　
平
成
28
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に

は
、「
障
害
者
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生

活
に
お
い
て
受
け
る
制
限
は
、
身
体
障
害
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害（
発
達
障
害
を
含

む
。）そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害（
難
病

に
起
因
す
る
障
害
を
含
む
。）の
み
に
起
因

す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
様
々

な
障
壁
と
相
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る

も
の
と
の
い
わ
ゆ
る『
社
会
モ
デ
ル
』の
考
え

方
を
踏
ま
え
て
い
る
」と
さ
れ
て
お
り
、
手

帳
の
所
持
の
有
無
は
問
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
応
し
て
、
障
害
者
雇
用
促
進
法

（
地
方
公
務
員
に
お
い
て
は
同
法
が
直
接

適
用
さ
れ
る
）が
改
正
さ
れ
、
雇
用
の
分
野

で
も
障
害
者
に
対
す
る
差
別
が
禁
止
さ
れ
、

障
害
者
が
職
場
で
働
く
に
あ
た
っ
て
の
支

障
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置（
合
理
的
配

慮
の
提
供
）が
使
用
者
に
対
し
て
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
雇
用
の
分
野
で
の
合
理
的
配

慮
の
提
供
義
務
と
は
、
求
人
に
応
募
し
た

障
害
者
や
雇
用
し
て
い
る
障
害
者
に
対
し

て
、
各
自
治
体
の
長
の
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
、
働
く
う
え
で
支
障
と
な
っ
て
い

る
事
情（
社
会
的
障
壁
）を
取
り
除
く
措
置

を
講
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
基
本
的
に
、
①

種
々
の
場
面
に
お
け
る
障
害
者
個
人
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
②
過
重
負
担
を
伴
わ
な
い

範
囲
で
、
③
社
会
的
障
壁
を
除
去
す
る
こ

と
、
と
い
う
内
容
を
も
ち
ま
す（
2
）。
た
だ

し
、
合
理
的
配
慮
は
、
個
々
の
障
害
者
の

障
害
の
状
態
や
職
場
の
状
況
に
応
じ
て
提

供
さ
れ
る
も
の
で
、
多
様
で
個
別
性
が
高

い
た
め
、
当
事
者
間
で
の
十
分
な
話
し
合

い
が
必
要
で
す
。
こ
こ
で
の
社
会
的
障
壁

と
は
、
障
害
者
が
生
活
す
る
う
え
で
支
障

と
な
る
外
的
な
要
因
を
意
味
し
ま
す
。
社

会
的
障
壁
を
評
価
し
、
当
事
者
間
で
の
話

し
合
い
を
進
め
る
う
え
で
、
健
康
管
理
の

専
門
家
で
あ
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
担
う

役
割
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　

当
事
者
間
で
の
話
し
合
い
を
十
分
に
行

う
た
め
に
は
、
障
害
に
付
随
す
る
健
康
情

報
が
不
可
欠
で
す
。
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

は
、
主
治
医
や
関
係
機
関
か
ら
の
専
門

的
な
情
報
を
も
と
に
、
職
場
の
事
情
を
考

慮
し
た
就
業
上
の
支
援
の
具
体
的
な
内
容

を
提
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
、
主
治
医
は
、
当
事
者
が
勤
務
先
と
合

理
的
配
慮
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
と
な
る

よ
う
に
、
当
事
者
と
の
話
し
合
い
の
も
と
で
、

主
治
医
な
り
の
考
え
を
自
治
体
側
に
書
面

で
伝
え
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の

後
に
当
事
者
や
自
治
体
に
不
利
益
が
生
じ

て
自
治
体
の
長
や
当
事
者
か
ら
主
治
医
が

責
任
を
問
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
懸
念

す
る
主
治
医
も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
合

理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
って
、
当

事
者
に
と
って
働
き
や
す
い
環
境
を
醸
成
す

る
た
め
に
は
、
当
事
者
、
各
自
治
体
の
長
、

主
治
医
の
信
頼
関
係
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
た
め
に
産
業
保

健
ス
タ
ッ
フ
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
双
方
に

無
用
な
不
信
感
や
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
地
方

公
共
団
体
等
の
公
的
機
関
に
お
い
て
、
実

際
に
障
害
者
に
対
し
て
提
供
し
て
い
る
合

理
的
配
慮
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、

「
公
的
機
関
に
お
け
る
障
害
者
へ
の
合
理

的
配
慮
事
例
集【
第
五
版
】（
地
方
公
共
団

体
等
）」が
参
考
に
な
り
ま
す（
3
）。

合
理
的
配
慮
の
考
え
方

　

障
害
者
の
就
業
上
の
支
援
に
お
け
る
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
を
考
え
る
う
え
で

は
、合
理
的
配
慮
の
提
供
に
留
意
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
合
理
的
配
慮
を

考
え
る
う
え
で
は
、
配
慮
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
、本
質
的
な
職
務
を
進
め
る
う
え
で
必

要
不
可
欠
な
こ
と
な
の
か
、ま
た
は
周
辺
的

な
こ
と
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
合
理
的
配

慮
と
は
、求
め
ら
れ
た
仕
事
で
能
力
を
発
揮

す
る
た
め
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
外
す
こ
と
な

の
で
す
。
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
は
、
必
要
な
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
本
人
が
本
来
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持
っ
て
い
る
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
外
せ
ば
本
来
の
能
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け

て
い
て
、
聴
覚
過
敏
の
あ
る
職
員
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
当
事
者
の
仕
事
の
内
容

は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
う
会
計
関
連
の
書
類
の
入
力
で
す
。
こ

の
職
員
か
ら
、
聴
覚
過
敏
に
対
し
て
イ
ヤ
ー

マ
フ（
耳
全
体
を
覆
う
タ
イ
プ
の
聴
覚
保
護

具
）の
着
用
の
許
可
に
つ
い
て
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
合
理
的
配
慮

の
点
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
こ
の
職
員
は
、

入
庁
後
、
発
達
障
害
の
特
性
か
ら
職
場
の

同
僚
や
住
民
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
課

題
が
あ
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
て
お
り
、

比
較
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

少
な
い
仕
事
で
あ
る
現
在
の
部
署
に
異
動

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ヤ
ー
マ
フ
を
着
用

し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
業
務
で
あ
る

会
計
の
仕
事
が
、
聴
覚
過
敏
に
よ
る
心
理

的
ス
ト
レ
ス
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
落
ち
る
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調

を
生
じ
て
休
職
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
聴
覚
過

敏
に
対
す
る
必
要
な
配
慮
が
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
よ
り
、
本
来
業
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
社
会
的
障
壁

で
す
。
こ
の
職
員
に
対
し
て
イ
ヤ
ー
マ
フ
の

着
用
を
認
め
る
こ
と
は
、
本
来
業
務
の
遂

行
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
合
理
的
配

慮
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
例
に
お
い

て
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
組
織
側
か

ら「
本
人
の
説
明
が
医
学
的
な
点
か
ら
合

理
的
な
の
か
」に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
で
判
断

で
き
な
い
場
合
に
は
、
主
治
医
に
対
し
て

意
見
を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
が
国

の
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
は
、「
当
事
者

が
本
来
発
揮
す
べ
き
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

の
配
慮
」と
い
う
限
定
的
な
本
来
の
考
え
方

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
た
と
え
、
合
理
的
配
慮

に
よ
り
本
来
の
期
待
さ
れ
る
業
務
に
応
じ

た
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
場
合
で
も
、
本

人
の
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
提
供
す
る
」、

つ
ま
り「
使
用
者
に
対
し
て
配
置
可
能
な
他

の
業
務
の
有
無
の
検
討
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
よ
り
広
く
捉
え
る
」と
い
う

２
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
産
業
保
健

ス
タ
ッ
フ
は
合
理
的
配
慮
の
事
例
に
関
与
す

る
際
に
、
そ
の
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す（
4
）。

　
ま
た
、
上
司
の
交
代
に
よ
り
就
業
配
慮

の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
、
当
事
者
に
と
っ

て
不
利
益
な
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

組
織
側
に
と
っ
て
も
労
務
管
理
上
の
リ
ス
ク

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
前
の
上
司

が
一
定
の
配
慮
を
し
て
く
れ
て
い
て
本
人
は

本
質
的
な
職
務
を
遂
行
で
き
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
上
司
が
交
代
し
た
こ
と
に

よ
り
配
慮
を
行
わ
な
く
な
る
こ
と
で
、
本

人
の
本
質
的
な
職
務
の
遂
行
の
レ
ベ
ル
が
下

が
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
就
業
配

慮
に
は
一
貫
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

配
慮
を
求
め
る
こ
と
は
当
事
者
も
遠
慮
し

が
ち
で
す
。
第
三
者
で
あ
り
か
つ
専
門
家

で
あ
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
当
事
者

が
遠
慮
し
が
ち
な
必
要
な
配
慮
を
組
織
側

に
伝
え
た
り
、
配
慮
の
一
貫
性
を
担
保
し

た
り
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
当
事
者
・
組
織
間
の

話
し
合
い
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
よ
り
質
の

高
い
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
当
事
者
の
特

性
に
よ
っ
て
は
、
丁
寧
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
、「
丁
寧
さ
」を
欠
く
と
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
当
事
者
・
組
織

双
方
に
対
し
て
根
気
よ
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
双
方
の
納
得
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
る
姿
勢
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
就

労
の
状
況
や
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い

て
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
期
待
さ
れ
る
役

割
の
点
か
ら
述
べて
き
ま
し
た
。
多
く
の
地

方
公
共
団
体
で
は
、
障
害
の
あ
る
職
員
の

管
理
は
人
事
部
門
が
対
応
し
て
お
り
、
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
ら
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
本
稿

で
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
わ
が
国
の
現

場
で
は
障
害
の
あ
る
労
働
者
の
高
齢
化
も

進
ん
で
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
産
業
保
健

上
の
リ
ス
ク
の
高
い
障
害
の
あ
る
労
働
者
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
、

手
帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
障
害
の
あ
る

職
員
の
就
労
に
関
心
を
持
ち
、
関
わ
る
機

会
が
増
え
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
職
員
が
よ

り
良
い
職
場
環
境
で
働
く
こ
と
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
合

理
的
配
慮
の
提
供
を「
手
帳
を
所
持
す
る

職
員
」に
限
定
し
が
ち
な
使
用
者
に
対
し
て
、

手
帳
の
所
持
に
関
係
な
く
合
理
的
配
慮
を

提
供
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
役
割
も
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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